
 

 

 

 

 

 

１ 日時 平成 30年 11月２日（金）第５校時 

２ 学年 第３学年 24名  

３ 単元について 

【単元観】 

 本単元で扱う小数は，学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

第３学年 Ａ数と計算 

（５）小数の意味や表し方について理解できるようにする。 

ア 端数部分の大きさを表すのに小数を用いること。また，小数の表し方及び１／10 の位に

ついて知ること。 

イ １／10 の位までの小数の加法及び減法の意味について理解し，計算の仕方を考え，それ

らの計算ができること。 

児童は，第２学年で長さや体積の測定に関連して，「７ｃｍと３ｍｍ」，「２Ｌと６ｄＬ」等の

複名数の表し方を学習している。本単元では，小数の意味や表し方について理解し，小数の加減計

算ができるようにすることをねらいとしている。これまでの経験を踏まえて，端数部分の大きさに

小数を用いることを理解し，それらを適切に用いて，１Ｌに満たない量を0.6Ｌと表したり，３Ｌ

と４ｄＬを合わせた量を3.4Ｌと表したりできることや，加法，減法について学習を深める。 

 

【児童観】 

本学級の児童は，課題に対して，積極的に自力解決を進めようとする意欲の高い児童が学習を引っ

張り，様々な意見を出しながら活動を進めることができる。一方，既習事項の定着度や発言する意欲

には個人差が大きい。そのため，授業では，主体的に自分で考え，積極的に友達と意見を交流して課

題を解決する児童と，受身になって，思考が深まらなかったり自らの意見をもてなかったりする児童

に，二極化する傾向がある。既習の計算など基礎的な活動においても，理解が不十分だったり，非常

に時間がかかったりする児童もおり，活発に発言できる児童と，そうでない児童の間で，学習の成果

にも大きな違いが生じる傾向がある。 

事前に，単位の異なる数値を用いた計算や，量感，生活の中で接している小数に関する実態把握テ

ストを行った。５Ｌ＋３ｄＬ等の計算が 18／23 名，2.4Ｌの量感を図で示す問いには９／23 名が正

しく答えることができた。生活の中では，身長や靴のサイズなど，小数を使った表現には，様々な機

会に接していることを自覚していた。 

Ａ児は，学習全般にわたって内容の理解が難しい。四則計算については理解しているが，九九の暗

記が不十分であることや，計算に時間がかかるなどの課題がある。文章題を読み取ることも難しく，

課題をつかめないために，学習活動が滞ることもある。しかし，分かりたいという思いは強くもって

おり，課題把握の段階で丁寧に支援し見通しをもたせると，意欲的に活動できることもある。レディ

ネステストでは，単位の混在した計算での誤答から，記号で示された単位の意味や量感は定着してい

ないことが分かった。一方で，2.4Ｌを表した絵図は正しく選択できたことから，小数で表された量

でも，視覚的な感覚はつかめているといえる。 
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単
元
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本単元で育成する資質・能力  課題解決力，協働する力 

「はしたの大きさの表し方を考えよう」  



【指導観】 

今年度，本校では，研究主題「自ら見通しを立て，進んで課題解決に取り組む児童の育成」に向

け，全校及び中学年の重点取組を次の通り設定した。 

全
校 

①児童が安心し，集中し，楽しく学ぶことがで

きるように，身に付けさせたい学習規律や学

び方について，基本となる姿やその意図を明

確にしながら指導し，徹底を図る。 

②自ら見通しを立て，課題発見・解決に

主体的に取り組めるように，算数科授

業において，ＩＣＴを効果的に活用す

る。 

中
学
年 

①学習を始める３つの構え（身構え，物構え，

心構え）を徹底するとともに，思考を助ける

ノート作りの仕方について指導する。 

②自分の考えをノート等に図や式で表現

させたものを，全体で共有できるよう

に，ＩＣＴを活用する。 

指導にあたっては，これらの重点取組に係り，次の手立てを講じる。 

①に係っては，毎時間，特に身構えに重点をおいて，姿勢を正しく保ち学習に臨むよう声かけを

行い，肯定的評価を充実させることで定着を図っている。ノートづくりについても，問題文や図な

どの中で，自ら書くよりも資料を活用した方が有効であると判断したものは，ノートに貼り付ける

ことができるよう教材を準備し，活用している。望ましいノートの記録ができている児童について

は全体に紹介し，ノート作りの方法の定着を図っている。 

②に係っては，課題意識をもたせるため，単元を貫くゴールとして「正しく自分の成長を読み取

ろう」という課題を設定する。学習の過程においては，すべての児童が主体的に学習に臨み，意欲

をもって学習活動を進めることができるようにしたい。課題を把握する場面では，「何が問われて

いるのか」を明確につかむことができるよう，個別の支援や，お互いに確認を行う活動を仕組み，

見通しを確かにして活動に取り組ませる。その上で，板書や，配付する図を工夫し，様々な自力解

決の方法がとれるようにしたい。本単元では特に，「１と 0.1（1/10）の量感を数直線で表す」こと

で「１単位量が 10集まったら次の位へ移行する」などの 10進法の決まりを視覚的にとらえさせた

り，操作活動によって具体的につかませたりすることを通して理解させ，これらを基盤にして，思

考や話し合いが進むように工夫する。また，学習内容の定着にはパワーポイントのアニメーション

等を活用し，視覚支援をしていく。学習に向かう姿勢に偏りが生じる課題については，ペアやグル

ープでの意見交流の場を設け，自分の意見を言わざるを得ない場面を設定することで，主体性を引

き出したい。グループ学習においては，３人の指導者が２つずつのグループを担当し，意見の交流

が活発になるよう見通しをもって支援するようにする。全体で話し合う場面では，発言のみに着目

するのではなく，なかなか意見を言いにくい児童の記述やつぶやきをＴ１が活用し，日ごろ活躍し

にくい児童が，学習に参加している実感をもたせたい。 

学力に大きな課題のある児童には，課題に応じて，次のように手立てを講じる。 

  ＜既習事項の確認，評価の徹底＞ 

 学習を積み上げ，主体的に課題に取り組ませるために，毎時間，振り返りを書く場面での支援を

充実させ，理解しているという自覚を児童に促す。その上で，問題解決への手立てを把握できるよ

う個別に支援し，発表を促すことで意欲の継続と学習内容の定着を図る。 

＜ペア学習・グループによる話し合い活動の支援＞ 

 話し合い活動が活性化するよう，話し合いのルールや手順の徹底を図るとともに，個別に具体的

な支援を進める。代表して発表する場面も設け，意欲をもって学習が進められるように工夫する。 

 



＜ワークシートの活用，例示＞ 

 ワークシートや，ノートに貼り付ける資料などを活用し，視覚的に課題をとらえることや，ノー

トへの既習事項の記録がスムーズに心地よく進むように工夫する。このことで，ノートまとめの作

業の効率化や，事後の学習に生かせるノート作りを進め，自力解決の場面の充実を図りたい。 

＜量感をより具体的につかませる掲示や支援＞ 

 １と 0.1の違いなどを，言葉や記述のみでなく，視覚的につかんだり重さを体感したりして，感

覚としてつかませたい。そのために，単元に入った時点で，掲示を準備するとともに，２学年まで

の既習事項については，量を体感する機会を設けたい。 

【本単元における育成すべき資質・能力】 課題解決力 協働する力 

本単元でめざす「課題解決力」とは，分かっているつもりであった小数について，数の構成，大

小比較，加減計算等が整数と同様にできるのだろうかと，課題としてとらえる力である。その育成

に向けては，例えば，数値の大小を考える場面で説明する場面を設けるなどして，「すでに知って

いる」と感じている小数について，実は「十分には分かっていない」ことを自覚させる。そこで

「では，どういうことなのか」という疑問をもたせることで，課題解決への意欲をもたせていく。 

「協働する力」とは，小数の仕組みや大小等について，相手に分かるように説明したり，相手の

考えを理解しようとして聞いたりする力である。その育成に向けては，ペアトークやグループ学習

を必然性のあるものにすることで，相手意識や目的意識をもつことができるようにする。その上

で，友だちと協働することで新しい見方に気づくことができたことを自覚できるように評価し，多

様な考えに触れることやみんなで考えることの良さを味わわせていく。 

４ 単元の目標 

 ○小数の意味や表し方について理解し，小数の加減計算ができるようにする。 

５ 評価規準 

算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形についての

技能 

数量や図形についての

知識・理解 

小数を用いると整数

で表せない端数部分の

大きさを表せるよさに

気づき，小数を生活や

学習に用いようとす

る。 

      

小数は整数の十進法位

取り記数法を拡張してい

ることをとらえ，小数の

仕組みや構成，加減計算

の仕方を考え，表現する

ことができる。  

端数部分の大きさを

小数を使って表した

り，10分の１の位まで

の小数の加減計算をし

たりすることができ

る。  

小数が用いられる場

合や小数の仕組みにつ

いて知り，小数の意味

や10分の１の位までの

小数の加減計算の意味

や計算の仕方について

理解する。 

６ 単元の学習の系統性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 指導計画（全 12時間） 

時 主な学習活動 
評価の観点 

関 考 技 知 評価規準 

１ 

・水を1Lのますではかったときの1Lに満た
ないはしたのかさの表し方を考える。 

・1Lを10等分した1こ分のかさを「0.1L」
ということを知る。 

・はしたのかさはその3こ分で0.3Lで，合
わせて1.3Lになることを知る。 

◎    

【関】端数部分の大きさをどのよ
うに表したらよいか進んで考え
ようとしている。  （発言） 

２ 

・前時の学習を振り返りながら小数を使っ
てはしたの大きさを表す。 

・用語「小数」「小数点」「整数」を知
る。 

 
 

  ◎  

【技】体積について端数部分の大
きさを小数を用いて表すことが
できる。  （発言・ノート） 

 

３ 

・８cm７mmのテープの長さをcm単位で表す
ことを考える。 

・長さや重さの量について，小数を使った
単名数での表し方を考える。 

  ◎  

【技】長さについて小数で表す 
ことができる。（発言・ノート） 

 

４ 

・数直線に表された小数を読んだり，数直
線に小数を表したりする。 

・小数の相対的な大きさについて考える。 
 ◎   

【考】整数の数直線と関連づけて，
数直線上の小数の読み方を考え，
説明している。 

（発言・ノート） 

５ 

・147.2 の構成について考える。 
・用語｢小数第1 位｣を知る。 
・位取り板と数カードを使って，147.2 の
構成をとらえる 

 
 
 
 

  ◎ 

【知】小数の各位の数字は，それ
ぞれ100，10，１，0.1などの単
位の個数を示していることを理
解している。（発言・ノート） 

６ 

本
時 

・数直線や図を使って，小数の大小を考え
る。 

・小数の大小を比較する時には整数の場合
と同じように，位の数字に着目したり，
0.1を基準量として比較すればよいこと
をまとめる。 

 
 
 

◎   

【考】数直線や図を基に，小数の
大小を考え，表現している。  

（発言・ノート） 
 

７ 
・場面をとらえ，立式について考える。 
・0.5＋0.3や0.4＋0.7の計算の仕方を，
0.1を単位として考える。 

 ◎   

【考】小数の加法の計算の仕方
を，小数を0.1の何こ分とみる
ことで既習の整数の計算に帰着
して考え，説明したりまとめた
りしている。 

（発言・ノート） 
 

８ 

・場面をとらえ，立式について考える。 
・前時の学習を使って，0.8－0.3 や1.4－
0.6 の計算の仕方を考える。 

 ◎   

【考】小数の減法の計算の仕方
を，小数を0.1の何こ分とみる
ことで既習の整数の計算に帰着
して考え，説明したりまとめた
りしている。 

（発言・ノート） 
 

９ 

・2.5+1.8の筆算の仕方を考える。 
・小数第１位までの小数の加法の筆算の仕
方をまとめる。 

・4.3－1.8の筆算の仕方を考える。 
・５－1.4の筆算の仕方を考える。 

 ◎   

【考】小数の仕組みや整数の筆算
を基に，小数の加減及び減法の
筆算の仕方を考え，説明したり
まとめたりしている。 

（観察・発言・ノート） 
 



１０ 

・2.8を数直線に表し，いろいろな見方や
表し方を考える。 

・他者の考えを読み取り，図や式や数直線
で表す。 

・2.8 は数の構成や，相対的な大きさを基
にするといろいろな表し方ができること
をまとめる。 

 ◎   

【考】小数の仕組みを基に，数直
線や式を用いて，2.8の多様な
見方について考え，表現してい
る。    （発言・ノート） 

１１ 

・｢力をつけるもんだい｣に取り組む。 

  ◎  

【技】学習内容を適用して，問題
を解決することができる。     

（ノート・発言） 

１２ 

・｢しあげ｣に取り組む。 

   ◎ 

【知】基本的な学習内容を身につ
けている。 

（ノート・発言） 

 

 

８ 本時の展開 

（１）本時の目標 

   小数の大小を比べる方法を見つけ，比較した結果の根拠を説明できる。 

 

（２）本時の評価規準 

・数直線や数の構成をもとに，小数の大小を比べ，その方法を説明している。【数学的な考え方】 

  ・自分の考えと友達の考えを比べながら考え，相手に理解できるように説明しようとしている。 

【協働する力】 

（３）準備物 

   ワークシート，数直線カード，テレビ，ＰＣ，タブレット端末，掲示物（既習事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）学習過程 

 学習活動（○），児童の反応（・） 
指導上の留意点（◇） 

「支援を要する」状況と判断した児童への指導の手立て（◆） 
評価規準 
（評価方法） 

つ
か
む 

 

１ 既習事項を確かめ，本時の課題を

知る。 

○前時に行った小数の仕組みや，構造

について想起する。 

 23.4はどんな数ですか。 

 10が２個 1が３個 0.1が４個集ま

った数 

 

◇パワーポイントによるアニメーショ

ンを活用し，視覚的にとらえさせ

る。 

◇類似問題をくり返し，既習事項の定

着に自信をもたせた上で，本時の課

題解決への意欲を高める。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

見
通
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

解
決
す
る 

○本時の課題を知る。 

 

 

 

２ めあてを確認し見通しをもつ。 

 

 

 

○整数と同じように比べられるかも。 

○数直線を使えばわかる。 

○図を使って考えれば比べられる。 

 

 

 

３ 考えを図や式，言葉で表す。 

<自力解決> 

○数直線や図や式を活用して，自分の

考えをまとめる。 

・図に表して比べよう。 

・数直線で比べてみよう。 

・0.1が何個で説明できないかな。 

 

 

４ ペアトークを行い，考えを交流す

る。 

・ノートの記録を使って友達に説明す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇これまでの学習を生かせば解決でき

ることをおさえる。 

◇自力解決→ペア学習→集団解決の流

れで学習を進めることを確認し，活動

の見通しをもたせる。 

 

◇ノートをテレビ画面に明示し，どのス

ペースを使って考えを記入するのか

明確にする。 

◆図や数直線に書き込めるワークシー

トを用意しておき，選ばせる。 

◆考えが進みにくい児童には，既習の方

法が使えることを想起させるよう個

別に支援する。 

 

◇ペアトークの流れや決まりを確認す

る。 

◇ノートを使って説明するよう促す。 

◆児童間で意見交流が進むよう，個別

の支援を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の考えと

友達の考えを

比べながら考

え，相手に理

解できるよう

に説明しよう

としている。 

【協働する力】

（観察） 

 

○め  小数の大きさをくらべるには？ 

2.9と３ではどちらが大きいでし

ょうか。 



深
め
る
・
広
げ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め
る
・
つ
な
げ
る 

ふ
り
か
え
る 

５ 全体で話し合う。<集団解決> 

・0.1の何個分で考えました。 

・図で表して考えよう。 

 

 

  図に表すと，2.9は３よりも小さ

いことが明らかになる。 

・数直線で説明しよう。 

   

 数直線上では2.9は３よりも左にあ

るから，３の方が大きい。 

・2.9は0.1が29個，３は0.1が30個，

だから，３の方が大きい。 

・位をそろえて書くと，間違えずに比

べられる。 

 

 

 

 

 

６ 適用問題に取り組む。 

 

 

７ 本時の学びについて振り返り，次

時の見通しをもつ。 

 

◆ノートを撮影し，テレビに映像を映し

て自分の図で説明できるように支援

する。（Ｔ２） 

◇説明の中で，不十分な点やあいまいな

部分を見つけ，全体に気づきを促し，

話し合いが深まるようにする。 

◇どの考えも，0.1 を基準量にしている

ことに気づかせる。 

 

 

 

 

 

◇位をそろえて書くことのよさを発表

させる。 

 

 

 

 

 

◆机間指導を行い，理解が浅い場合は個 

別に支援する。 

 

◇次時はたし算の学習に進むことを予

想させ，学習意欲を高める。 

・数直線や数の

構成をもと

に，小数の大

小を考え，表

現している。 

【数学的な考え

方】（発言・ノ

ート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ま  小数の大きさをくらべるときは，（          ）。 

例；小数の大きさをくらべるときは，０．１のいくつ分でくらべるとよくわかる。 

  小数の大きさをくらべるときは，位をそろえて書くとよくわかる。など 



（５） 板書計画 

                   

                 ① 

                 

 

                  図に表すと，２．９は３より 

も小さい。 

                  ② 

 

                   ２．９は３よりも左にある 

から，３の方が大きい。 

                  ③ 

２．９は０．１が２９個， 

３は０．１が３０個， 

だから，３の方が大きい。 

 

（６）本時における個の課題に応じた手立て 

●Ａ児 

本時で予想されるつまずき 

自力解決の場面で，図や数直線等を活用

したり，説明を考えたりする見通しをもて

ず，活動できない。 

つまずきの要因 

・自ら課題を解決する方法がつかめない。つか

もうとする意欲が乏しい。 

・聞いたことを基に活動をイメージすることが

できない。 

手立て 

①小数の大きさを表す既習の「図（水のかさ）」「数直線」「0.1のいくつ分」を想起し，解

決の見通しをもてるように，見通し段階で提示する。 

②小数の大きさを表す既習の「図（水のかさ）」「数直線」「0.1のいくつ分」を使って比べ

たり説明したりできるように，書き込めるワークシートを選んで使えるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．９> ３  

   ２．９< ３ ？ 

 

  図や数直線を使って説明しよう。 

○め  小数の大きさをくらべるには？ 

 

２．９と３ではどちらが大きいで
しょうか。 

11/2 

３ 

２．９のように位をそろ

えるとわかりやすい。 

も  

 

 ０．１ ０．８ １．３         ３．２ 

①０．４< ０．６ ② ７．１> ６．８ 

③  ２< ０．８ ④   ３<３．１  

○ま  小数の大きさは，０．１のいくつ分でくらべることができる。 


